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図４	 つくばが好きか 

図６	 墓参り経験の有無と墓参りに対する認識のクロス集計 

都市計画実習	 サステイナビリティ班	 最終発表配布資料(2015/06/19) 
IMAGINE THE FUTURE ～死を想え 
担当教員：谷口守	 TA：山根優生	 

メンバー：小出拓也	 鈴木大志	 斎木亮作	 竹中太基	 藤原真梨子	 星野萌々子	 守興尚史	 

 
1. 背景-都市計画における墓地-	 
つくば市は計画・開発されて 50 年という節目を迎える平成
26 年度に、従来の総合計画とは異なる 21 世紀後半までのま
ちづくりの基本指針「つくば市未来構想」を策定した。今後
のつくばのまちづくりはこの未来構想に沿って行われる。 
つくば市は「つくば市未来構想」のなかで、「住んでみたい	 住
み続けたいまち	 つくば」というスローガンを掲げている。
しかし、都市として成熟を迎える時期にさしかかっているに
も関わらず、「つくば市未来構想」に墓地に関する言及はなく、
墓地整備までは未だに手が行き届いていない状況である。 
このような状況をふまえ、私たちは、都市にとって最後に必
要な社会基盤が墓地なのではないだろうかと考えた。「ゆりか
ごから墓場まで」という言葉に代表されるように、社会福祉、
社会基盤は人生の始まりから終わりまでをサポートしてはじ
めて完成と言えるのではないだろうか。 
	 

2. 目的	 
私たちは、文字通り「ゆりかごから墓場まで」きちんと生き
て行くことができる、そのようなまちが良いまちであると考
え、つくばに住み続け、いずれ骨を埋めてもらうにはどうす
ればいいか、墓のあり方を見直すことによって模索すること
とした。行った調査は以下の通りである。 
 
・	 学生へのアンケート 
・	 需給予測 
・	 霊園へのヒアリング 
	 

3. 学生へのアンケート	 
	 

若い世代とされる学生の墓参り経験や、墓参りに対する認識
を調べるためにアンケート調査を行った。	 
図５のように、墓参り経験の有無が墓参りに対する認識に影
響しており、墓参り経験がある人の方が墓参りに対してポジ
ティブな認識をもっている傾向があると考えられる。 
また、図７から、非都市部の人は比較的、墓参りにネガティ
ブなイメージを持っているということがわかった。 
ここで私たちが注目したのは図８の結果である。図８は、つ
くば市以外の出身者の中でつくばが好きと答えた人の、墓参
り頻度とつくばに永住すると仮定した場合つくばにお墓が欲
しいかのクロス集計を取ったものである。図８から、墓参り
に行く頻度が少ないほど、つくばに永住すると仮定した場合
につくばに墓が欲しいと思う傾向にあることがわかった。つ
まり、故郷であまりお墓参りに行かない人がつくばに来てつ
くばを好きになると、つくばにお墓が欲しくなる傾向がある
と言える。	 
 
【概要】 
日時・対象：2015 年 5 月 28 日(木)都市計画原論履修者 
            2015 年 5 月 29 日(金)都市計画実習履修者 
総回答数：183 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表１	 年齢 

図１	 性別 

図２	 お墓参り経験の有無 

図３	 お墓参りに対する認識 

図５	 つくばに永住すると仮定した場合、つくばにお墓が欲しいか 
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図９	 つくば市周辺出身かとつくばが好きかのクロス集計 

図 10	 つくば市周辺出身かとつくばに永住すると仮定した場合 
	 	 	 つくばにお墓がほしいかのクロス集計 

図７	 出身地が都市部かと墓参りに対する認識のクロス集計 

図 11	 つくば市の人口推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

4. 霊園へのヒアリング	 
今回の実習において、つくば市の墓地についての不明点を明
らかにし、解決策を提案すべく、需要と供給を調査するため
に、つくば市内にある二箇所の霊園にヒアリング調査を行っ
た。	 
ヒアリングを通して経営者と来園者の関係を調査することが
できた。霊園の現在の現状は墓の空き区画が多くあり、墓の
供給が十分に足りていることが分かった。 
関東近郊を霊園経営者がターゲットにしていることからか、
利用者が東京都、埼玉県、神奈川県、千葉県といった地域か
ら霊園に訪れており、茨城県内ではつくば市だけでなく、県
南の地域からの来園者もいることが分かった。霊園が地域と
密着して、利用者を獲得していると仮定したが、つくば市の
霊園利用者よりも、市外の地域からの来園者が多くを占めて
いることが把握できた。来園者を獲得する宣伝方法が主に利
用者と業者による口コミであるため、営業活動には消極的で
あることが伺えた。経営者が考える霊園の問題として、霊園
経営は副業であり、霊園管理費などを滞納する利用者などが
いることから、本業にすることで生計を立てることは難しい
ようだ。さらに、将来的にも無縁仏の対応や新しい形態の墓
への変動、霊園の後継者が現れるかが問題視されている。 
	 
ヒアリング実施地:	 
(ⅰ)熊の山霊園 
実施日時：2015 年 5 月 28 日 
 
(ⅱ)つくば霊園 
実施日時：2015 年 5 月 30 日 
	 
 

5. 需給予測	 

5.1. 需給予測の概要	 

つくば市における墓地の需給状況が、将来的にどう変化して
いくかを明らかにするため、需要予測と供給状況を照らし合
わせ、いつまでに墓地の空き区画が埋まるかを予測した。	 
	 

5.2. 需要予測	 

つくば市の人口は 2035 年にピークを迎えると予想されてい
る。（図 11）よって 2035 年を境に人口構造が変化するため、
墓地の需要数を予測するにあたって、既存の予測式では予測
しきれないと判断した。そこで、2035 年までの需要を既存の
簡易予測式で予測し、2035 年以降の需要を将来の墓地購入者
になり得る学生へのアンケート調査結果から予測した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図８	 つくば市以外の出身者の中でつくばが好きな人の、 
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図 12	 累計墓地需要予測 

表２	 供給予測 

表３	 つくば市民対象の空き区画 

図 13	 累計墓地需要数と供給のバランス 

5.2.1.  	 2035 年までの需要予測  
(ⅰ)吉川の簡易予測式（沖縄大学吉川博也教授による） 

• 総人口×１３÷１０，０００＝年間墓地需要数 
• 総世帯数×４÷１，０００＝年間墓地需要数 
• 死亡者数×０．２＝年間墓地需要数 
上記３つの数値の平均を年間墓地需要数とする 

 
 
(ⅱ)つくば市への当てはまりの検証 
吉川の簡易予測式は宜野湾市、豊見城市、浦添市、石垣市な
どの沖縄の行政による需要予測に用いられている。人口構造
が似ている宜野湾市を代表例に挙げ、つくば市への吉川の簡
易予測式の当てはまりを総人口に占める年間転出人口の割合
によって検証した。 
 
宜野湾市 
年間転出人口	 376 人(2015 年５月中)×12 ヶ月＝4,512 人 
総人口	 95,780 人(2015 年４月末) 
年間転出人口／総人口	 約 5% 
 
 
つくば市 
年間転出人口	 13,342 人(2014 年中) 
総人口	 220,135 人(2014 年 10 月末) 
年間転出人口／総人口	 約 6% 
 
以上の結果から、宜野湾市とつくば市は、人口構造に加え総
人口に占める年間転出人口の割合も非常に近く、簡易予測式
はつくば市にも適用可能であると判断した。 
簡易予測式による年間墓地需要数と累計墓地需要数は図 12
の通りである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5.2.2.   2035 年以降の需要予測  
（2035 年以降の需要）＝（つくば市にお墓が欲しい人の割合）
×（死者数）とし、アンケート調査結果を用いて需要を予測
した。 
つくば市に永住すると仮定した場合、つくば市にお墓が欲し
いと答えた人…20 人（183 人中） 
（20÷183）×2,680（2035 年の推計死亡者数）＝約 293 
よって 2035 年以降、年間約 293 基のお墓が必要であると推
計した。 
	 

	 

5.3. 	 供給予測	 
つくば市民が利用可能な墓地数を求めるため、以下の条件を
満たす墓地に絞り、霊園の HP 調査、パンフレット請求と直
接の問い合わせを行った。 
• 民間霊園かつ宗教不問であること 
• つくば市及びつくば市周辺部(つくばと隣接する市)に立地

すること 
	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 
	 
	 
	 
霊園へのヒアリングから、市内にあるからといって霊園に入
るのはつくば市民だけではないことがわかっている。 
このことから現在の空き区画数のうち、つくば市民が入れる
割合を霊園へのヒアリングに基づき次のように仮定した。（表
３） 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 

5.4. 	 需要と供給のバランス	 
需要予測と供給予測の結果を照らし合わせると、2027 年につ
くば市内の空き区画がなくなり、その後 2031 年にはつくば
市周辺の空き区画もなくなると予測できる。（図 13） 
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6. 提案	 
つくば市未来構想について、「住んでみたい	 住み続けたいま
ち	 つくば」をスローガンとして掲げるなら、「ゆりかごから
墓場まで	 住み続けたいまち	 つくば」を目指すべきである
と私たちは考える。	 
アンケート結果から、故郷であまりお墓参りに行かない人が
つくばに来てつくばを好きになると、つくばにお墓が欲しく
なる傾向があると言える。つまり、そんな人こそつくばに「集
えるお墓」を新たに持つということがふさわしいのではない
だろうか。さらに、「集えるお墓」が整備されることによって、
つくば市は「ゆりかごから墓場まで」きちんと生きていくこ
とができる良いまちになるのではないだろうか。	 
「集えるお墓」の具体的な形態として、私たちは樹木葬を提
案する。	 
	 
＜樹木葬について＞	 
樹木葬とは、墓石の代わりに樹木を墓標とする埋葬方法であ
る。横浜市や東京都の公営墓地ではすでに取り入れられてお
り、市民からの支持も得られている。	 
樹木葬のメリットとして、以下のことが挙げられる。	 
	 
①お墓が常に綺麗に保たれる	 

樹木葬は墓石とは違い手入れを墓地管理者が行うため、
常に美しい状態に保たれる。	 
	 

②安価である	 
	 墓石が必要ないため、その分の費用がかからない。また、

樹木葬を取り入れている墓地の多くは、年間の管理料が
不要である。	 

	 
③需給の変化に対応できる	 

樹木葬には、一本の樹木を囲む形で周辺に多くの遺骨を
埋葬することが可能であるという特徴がある。そのため、
需要の増減に柔軟に対応することが可能である。	 

	 
以上のようなメリットに加え、樹木を植えることで公園のよ
うな緑豊かな景観を生み出している例もある。これらのこと
から、樹木葬をつくば市に導入することで、私たちが提案す
る「集えるお墓」つまり、お墓参りをピクニックのように楽
しいものにするという理想に近づくことができると考える。	 
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